
新
幹
線
関
西
地
本
は

月
10

～

日
、
中
国
平
和
研
修

17

20

を
開
催
し
ま
し
た
。
中
国
平

和
研
修
は
今
年
で

年
目
を

20

迎
え
、
今
回
が
フ
ァ
イ
ナ
ル

と
な
り
ま
し
た
。
研
修
に
は
、

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

14
今
研
修
で
は
、
虎
石
溝
万

人
坑
お
よ
び
張
元
館
長
の
墓

参
り
、
撫
順
戦
犯
管
理
所
、

平
頂
山
、
瀋
陽
９
・

事
件

18

紀
念
館
、
大
連
旧
日
本
人
街

な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

年
20

本
部
は

月

日
、
新
た

10

27

な
制
服
の
着
用
に
関
す
る
申

し
入
れ
（
『
申
第

号
』
）
、

19

組
合
事
務
所
の
便
宜
供
与
の

申
し
入
れ
（
『
申
第

号
』
）
、

20

「
熱
海
駅
で
期
限
切
れ
の
乾

パ
ン
を
乗
客
に
配
布
」
報
道

に
関
す
る
申
し
入
れ
（
『
申

第

号
』
）
、
東
海
道
新
幹
線

21
関
ケ
原
ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る

漏
水
に
よ
る
停
電
に
関
す
る

申
し
入
れ
（
『
申
第

号
』
）

22

を
会
社
に
提
出
し
ま
し
た
。

主
な
申
し
入
れ
項
目
は
次

の
通
り
で
す
。

『
申
第

号
』

19

◆
３
シ
ー
ズ
ン
用
の
制
服
の

洗
濯
回
数
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

◆
生
地
の
薄
い
合
服
を
新
た

に
設
け
２
着
貸
与
す
る
こ

と
。

『
申
第

号
』

20

◆
東
京
駅
～
有
楽
町
駅
間
の

新
幹
線
高
架
下
の
Ｊ
Ｒ
東
海

労
新
幹
線
地
本
事
務
所
に
向

か
っ
て
左
隣
の
プ
レ
ハ
ブ
建

物
に
つ
い
て
は
、
人
の
出
入

り
も
全
く
な
く
使
用
さ
れ
て

い
る
気
配
が
全
く
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
。
速
や
か
に
Ｊ

Ｒ
東
海
労
本
部
の
組
合
事
務

所
と
し
て
便
宜
供
与
す
る
こ

と
。

『
申
第

号
』

21

◆
な
ぜ
賞
味
期
限
切
れ
の
乾

パ
ン
が
熱
海
駅
に
備
蓄
さ
れ

て
い
た
の
か
、
そ
の
原
因
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
又
、

他
の
現
業
機
関
に
は
賞
味
期

限
切
れ
の
乾
パ
ン
等
が
備
蓄

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

◆
今
後
、
賞
味
期
限
切
れ
の

乾
パ
ン
を
食
べ
た
旅
客
か
ら

体
調
不
良
の
申
告
が
あ
っ
た

時
、
ど
の
様
な
対
応
を
す
る

の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

『
申
第

号
』

22

◆
関
ケ
原
ト
ン
ネ
ル
内
の
停

電
に
つ
い
て
、
事
象
を
時
系

列
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

◆
停
電
し
た
原
因
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

◆
長
時
間
の
停
電
に
伴
い
、

旅
客
の
救
済
な
ど
ど
の
よ
う

な
対
応
を
行
っ
た
の
か
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。

た
。
約
２
人
に
１
人
し
か
投

票
し
な
い
計
算
だ
。
自
民
党

は
単
独
過
半
数
を
獲
得
し
、

改
憲
勢
力
は
３
分
の
２
を
超

え
た
。
比
例
代
表
の
政
党
別

得
票
率
は
、
１
位
が
自
民
党

約

％
（
３
人
に
１
人
）
で
、

33
２
位
が
立
憲
民
主
党
約

％
20

（
５
人
に
１
人
）
で
あ
る
。

投
票
率
が

％
の
差
な
の

10

に
、
当
選
者
数
が
圧
倒
的
に

自
民
党
が
多
い
の
は
、
小
選

挙
区
制
の
カ
ラ
ク
リ
と
い
え

る
▼
自
民
党
に
投
票
し
た
割

合
は
、
全
有
権
者
数
の

％
18

弱
で
あ
り
、
５
分
の
１
に
満

た
な
い
人
に
よ
っ
て
安
倍
政

権
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
、

％
弱
の
人

18

に
よ
っ
て
、
戦
争
を
す
る
国

づ
く
り
を
後
押
し
す
る
の
で

あ
る
▼
安
保
法
、
集
団
的
自

衛
権
、
共
謀
罪
な
ど
強
行
採

決
や
、
「
憲
法
９
条
を
変
え

る
」
と
い
う
公
約
を
聞
け
ば
、

い
よ
い
よ
戦
争
モ
ー
ド
に
入

っ
た
と
感
覚
す
る
の
だ
が
、

ま
だ
ま
だ
自
分
に
は
関
係
な

い
と
思
っ
て
い
る
国
民
が
圧

倒
的
に
多
い
の
が
現
実
で
あ

る
。
戦
争
は
、
極
一
部
の
権

力
者
（
独
裁
者
）
と
圧
倒
的

多
数
の
政
治
無
関
心
層
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
る
こ
と
は
歴

史
が
証
明
し
て
い
る
▼
政
界

は
、
大
政
翼
賛
会
同
様
に
な

っ
た
。
改
憲
を
さ
せ
な
い
た

め
に
、
国
民
投
票
を
視
野
に
、

改
憲
反
対
の
世
論
づ
く
り
を

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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第３９２号

第

回
衆
議
院
選
挙

48

が
行
わ
れ
た
。
投
票
率

は

．

％
で
、
戦
後

53

68

２
番
目
の
低
率
と
な
っ

汽 笛
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築き上げた平和の礎！

間
の
研
修
で
多
く
の
組
合
員

・
家
族
・
友
誼
労
組
組
合
員

な
ど
が
参
加
し
、
現
地
で
多

く
の
人
た
ち
と
交
流
を
し
て

き
ま
し
た
。

制
服
改
善
、
組
合
事
務
所
便
宜
供
与
、

賞
味
期
限
切
れ
パ
ン
配
布
、
漏
水
に
よ
る
停
電

４
本
に
つ
い
て
申
し
入
れ
！

年末手当3.5ヶ月要求！
本部は10月５日、『申第17号』で年末手当を要求しました

★組合員が納得しない年末手当のカットをやめること

★回答は11月７日までに行うこと

★支払いは12月１日までに行うこと

新
幹
線
関
西
地
本
は
、
研

修
参
加
者
を
対
象
と
し
た
記

念
行
事
を

月
２
日
に
開
催

12

し
ま
す
。



私
事
欠
勤
本
人
訴
訟
第
１

回
口
頭
弁
論
が

月

日
、

10

27

大
阪
地
方
裁
判
所
で
開
廷
さ

れ
ま
し
た
。
原
告
の
多
田
さ

ん
は
、
堂
々
と
意
見
陳
述
を

行
い
ま
し
た
。
以
下
、
意
見

陳
述
（
要
旨
）
で
す
。

本
年
１
月

日
、
私
は
仕

21

事
中
に
体
調
を
崩
し
ま
し

た
。
そ
し
て
「
明
日
は
休
ま

せ
て
ほ
し
い
」
と
会
社
に
言

い
、
そ
の
場
で
熱
を
計
り
、

度
６
分
あ
る
こ
と
を
確
認

37し
「
明
日
は
休
ん
で
病
院
に

行
っ
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
、

翌

日
仕
事
を
休
み
ま
し

22
た
。
し
か
し
、
会
社
は
こ
れ

を
欠
勤
扱
い
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
賃
金
を
カ
ッ
ト

し
、
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
も
減
額

さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
会
社

の
こ
の
や
り
方
が
絶
対
に
許

せ
ま
せ
ん
。

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て

労
働
基
準
法
第

条
に
お
い

39

て
「
使
用
者
は
労
働
者
の
申

請
が
有
れ
ば
、
速
や
か
に
年

休
を
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
の
就
業
規
則
第

条
２
項
に
は
「
や
む
を
得

42ず
事
前
に
手
続
き
を
取
れ
な

い
場
合
は
、
事
後
速
や
か
に

手
続
き
を
と
る
」
と
謳
っ
て

あ
り
ま
す
。
繰
り
返
し
ま
す

が
、
私
は
、
前
日
に
休
ま
せ

て
下
さ
い
と
言
い
、
会
社
も

「
休
ん
で
下
さ
い
」
と
時
季

変
更
権
も
行
使
さ
れ
ず
認
め

ら
れ
た
の
で
す
。

会
社
で
は
、
体
調
不
良
で

前
日
に
休
み
た
い
と
申
請
す

る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
当
日

に
休
む
人
も
い
ま
す
。
あ
る

い
は
、
自
宅
で
療
養
す
れ
ば

治
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
会
社
は
年
休
を
申

大
阪
高
等
裁
判
所
は
９
月

日
、
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
共

28同
本
人
訴
訟
（
Ⅰ
）
控
訴
審

（
山
口
さ
ん
、
田
川
さ
ん
、

島
津
さ
ん
、
渡
邊
さ
ん
）
で
、

控
訴
棄
却
の
不
当
判
決
を
言

い
渡
し
ま
し
た
。

大
阪
高
等
裁
判
所
は
、
管

理
者
の
証
言
と
管
理
者
が
パ

ソ
コ
ン
に
入
力
し
た
基
と
な

っ
た
手
控
え
の
存
在
性
を
認

め
、
原
告
が
「
勤
務
成
績
が

良
好
で
な
い
者
」
に
該
当
す

る
と
認
定
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
手
控
え
は
「
パ
ソ
コ
ン

に
入
力
し
た
後
、
直
ぐ
に
自

分
の
判
断
で
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

を
し
た
」
と
管
理
者
が
証
言

す
る
よ
う
に
、
自
由
に
非
違

行
為
を
ね
つ
造
で
き
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

大
阪
高
等
裁
判
所
は
判
決

文
で
、
管
理
者
が
「
点
検
の

箇
所
を
誤
解
し
た
ま
ま
、
控

訴
人
渡
邊
に
対
し
て
誤
っ
た

注
意
を
し
た
可
能
性
が
否
定

で
き
な
い
」
と
、
管
理
者
の

落
ち
度
が
あ
る
と
認
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
パ
ソ
コ
ン
に

入
力
し
た
記
録
は
「
本
件
非

違
行
為
が
実
際
に
な
さ
れ
た

結
果
で
あ
る
」
と
の
見
解
を

認
め
る
と
い
う
矛
盾
を
露
わ

に
し
た
の
で
す
。

静
岡
県
９
条
連
主
催
の
平

和
研
修
が

月

～

日
、

10

17

18

長
野
県
宮
田
（
み
や
だ
）
村

と
大
鹿
村
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
研
修
に
は
、
静
岡
地
本

か
ら
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
が
参
加

し
ま
し
た
。

宮
田
村
は
、
福
島
第
一
原

発
な
ど
で
発
生
し
た
核
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
の
建
設
が

予
定
さ
れ
、
村
全
体
で
反
対

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初

日
は
、
現
地
で
反
対
運
動
を

行
っ
て
い
る
「
宮
田
の
環
境

を
守
る
会
」
松
井
事
務
局
長

か
ら
説
明
を
受
け
、
現
地
を

視
察
し
ま
し
た
。
宮
田
村
は

人
口
９
千
人
強
で
す
が
、
村

内
中
心
で
１
万
４
千
人
以
上

の
署
名
を
集
め
た
後
、
範
囲

を
拡
大
し
、

万
人
以
上
の

10

署
名
を
集
約
し
ま
し
た
。

処
分
場
建
設
予
定
地
の
す

ぐ
両
側
は
、
活
断
層
と
水
量

豊
富
な
大
田
切
川
が
あ
り
、

大
田
切
川
は
、
天
竜
川
に
合

流
し
浜
松
市
を
通
り
ま
す
。

放
射
性
物
質
は
、
約
８
千
ベ

ク
レ
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
万
が
一
、
地
震
で
処
分

場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ひ
び

割
れ
し
た
り
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
劣
化
し
た
場
合
、
天
竜

川
へ
の
放
射
性
物
質
の
流
失

は
必
至
で
す
。
事
務
局
長
は
、

「
天
竜
川
下
流
に
住
む
人
の

問
題
で
も
あ
り
、
共
に
反
対

の
声
を
あ
げ
、
闘
っ
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

翌
日
は
大
鹿
村
に
移
動

し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
「
大

鹿
リ
ニ
ア
を
止
め
る
実
行
委

員
会
」
の
宗
像
さ
ん
の
案
内

で
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
現
在
、
残
土
運
搬
用
の

ダ
ン
プ
を
通
す
た
め
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
と
、
リ
ニ
ア
の
斜

坑
掘
削
工
事
が
行
わ
れ
、
そ

こ
か
ら
排
出
さ
れ
る
残
土
置

場
（
写
真
左
下
）
や
、
非
常

脱
出
口
の
予
定
地
な
ど
を
視

察
し
ま
し
た
。

宗
像
さ
ん
は
「
住
民
の
生

活
を
破
壊
す
る
よ
う
な
事
象

に
対
し
て
、
そ
の
都
度
抗
議

し
て
き
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、

他
の
建
設
業
者
と
違
っ
て
、

居
丈
高
な
態
度
で
住
民
に
対

応
し
て
い
る
。
協
定
に
反
し

た
違
法
工
事
が
さ
れ
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
現
地
で
の
苦
闘
を

語
り
ま
し
た
。

（２）第３９２号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１７年（平成２９年）１１月１日

東
京
高
等
裁
判
所
は

月
10

日
、
新
幹
線
地
本
成
田
委

11員
長
の
本
人
訴
訟
控
訴
審
で

控
訴
棄
却
の
不
当
判
決
を
言

い
渡
し
ま
し
た
。

成
田
委
員
長
は
、
２
０
１

４
年
夏
季
・
年
末
手
当
の
連

続
カ
ッ
ト
に
対
し
て
、
東
京

地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
て
以

降
、
約
３
年
に
及
び
闘
っ
て

き
ま
し
た
。
今
裁
判
闘
争
は

不
当
判
決
で
し
た
が
、
会
社

側
証
人
（
管
理
者
）
を
法
廷

の
場
で
追
及
し
、
管
理
者
の

指
摘
が
い
か
に
曖
昧
で
誤
っ

た
も
の
で
あ
る
か
を
暴
き
出

し
た
結
果
、
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ

ト
を
ゼ
ロ
に
し
、
ボ
ー
ナ
ス

カ
ッ
ト
を
許
さ
な
い
闘
い
は

勝
利
し
た
と
い
え
ま
す
。

し
込
ん
で
も
、
病
院
の
診
断

書
や
薬
袋
、
領
収
書
等
の
提

出
を
強
要
し
ま
す
。
労
働
基

準
法
は
も
ち
ろ
ん
会
社
の
就

業
規
則
に
も
そ
ん
な
こ
と
は

一
切
謳
わ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
労
働
基
準
法
や
就
業
規

新
幹
線
地
本
は
同
日
、
報

告
集
会
を
開
催
し
、
会
社
か

ら
の
攻
撃
に
対
し
て
闘
っ
て

い
く
こ
と
を
全
体
で
確
認
し

ま
し
た
。

成
田
委
員
長
は

月
10

24

日
、
最
高
裁
判
所
に
上
告
受

理
申
し
立
て
を
行
い
ま
し

た
。

則
よ
り
も
、
会
社
の
ロ
ー
カ

ル
･
ル
ー
ル
を
優
先
さ
せ
る

会
社
の
や
り
方
は
違
法
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

私
は
、
年
休
の
申
請
、
発

給
が
本
来
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
労
働
基
準
法
や
就
業
規

則
に
照
ら
し
て
正
し
く
運
用

さ
れ
る
よ
う
節
に
望
み
ま

す
。
当
裁
判
所
に
て
正
し
い

判
断
を
お
願
い
し
ま
す
。

原
発
・
リ
ニ
ア
で
住
民
が
犠
牲

静
岡
県
９
条
連
平
和
研
修
に
参
加

組合員
セミナーに

参加しよう！
11月18～19日
名古屋・ホテルいろは

★平和の取り組み

★本部からの問題提起

★各地本からの報告

成
田
本
人
訴
訟
控
訴
審
不
当
判
決
！

最
高
裁
に
上
告
！

関
西
共
同
本
人
訴
訟
（
Ⅰ
）
控
訴
審

不
当
判
決
！

私
事
欠
勤
本
人
訴
訟
第
１
回
口
頭
弁
論

多
田
さ
ん
、
堂
々
と
意
見
陳
述
！


